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すべく開発された商品である。

2．	熱量調整技術と製品コンセプト

2.1	 熱量調整技術

天然ガスから都市ガスを製造する一般的な工程を図 1 る方法が

主流となっている。LPGを気化させるための高温熱源が不
要となるメリットがある一方，添加した液状態の LPG 全量
を確実に蒸発・気化させる必要がある。万一，添加した
LPGが蒸発しきらないと，増熱に寄与しない LPGが液状態
のまま熱調器下流側へ流出する「液だれ」と呼ばれる現象
が発生し，熱量調整が機能しない状態となる。

2.2	 製品コンセプト

今回開発した新型熱調器は，従来に比べて運転可能ター
ンダウン比を大幅に向上させた。図 2に，高圧・大容量の
熱量調整用途として従来最も実績が多いベンチュリ方式（以
下，従来方式）と，今回開発した新型熱調方式の比較を示す。

従来方式は，天然ガスを絞り流路（ベンチュリ）にて高
速流化し，そこに液状態の LPGを添加する。LPGは天然ガ
ス高速流のせん断効果で微粒化され，蒸発が促進し，「液だ
れ」防止および熱量制御性向上効果が得られる。しかし，
都市ガス需要に応じて天然ガス流量が低下した場合にはベ
ンチュリでのガス流速も低下するため，LPGの微粒化効果
が得られるターンダウン比下限は経験上 1／ aU
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粒化できるようにした。微粒化機構は，LPGと天然ガスの
一部を同時に供給し，両者を混合しながら天然ガスの主流
中に噴出するものである。微粒化機構への天然ガス供給量
を運転負荷に応じて適切に制御することで，添加した LPG

を確実に微粒化する。

3．	性能評価実証試験
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